
石巻地域のアグリテック普及状況 （令和６年３月１日作成）

スマート農業機器導入状況

経営面積

 国・県等の補助事業を活用してスマート農業機器を導入した経営体およびJAいしのまき各営農センターの情
報提供から石巻地域のスマート農業機器の普及状況を調査しました。

 調査対象としたスマート農業機器は自動操舵システム、高性能田植機、ドローン、ほ場管理システム、ロボット
トラクター等です。(調査期間：令和5年11月～令和6年1月)

調査時点で48経営体が導入。
法人・組織経営体が65％（31経営体）
個別経営体が35％（17経営体）
石巻市では個人経営体の導入も多い（17経営体のうち14経営体）

法人・組織経営体では経営面積80ha以上の大規模経営体のスマート農業機器導入が多い。
個別経営体では10～40haの中規模経営体の導入が多い。

経営体数

導入されているスマート農業機器台数は96台（調査時点）
導入数はドローン、自動操舵、ほ場管理システムの順に多い

地域別のスマート農業普及状況

スマート農業機器導入数は地域に偏りがない。
 石巻管内の水田整備率は82％※（県平均69.8％）

と高く、大区画化率も62％ ※（県平均30.6％）と
整備が進んでいることがアグリテック普及の後押し
になっている。

※ 参考資料は東部地方振興事務所農業農村整備部 「石巻圏域の農業農村整備2023-2024」、農業農村整備事業制度の概要（令和5年度版）
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スマート農業導入組織形態別経営体別割合

問い合わせ先 宮城県東部地方振興事務所農業振興部（石巻農業改良普及センター）
TEL：0225-95-7612 FAX：0225-95-2999 Email：et-ssnhg@pref.miyagi.lg.jp

法人・組織
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